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 物産株式会社
〒550-0015 大阪市西区南堀江4丁目33番２９号
TEL.06-6533-1271　FAX.06-6543-0914
E-mail  info@sankobussan.co.jp

森信三先生の一言
人は他との比較をやめて、
ひたすら自己の職務に専念すれば、
おのづからそこに一小天地が
開けて来るものです。

橋本さん！

ご協力ありがとう

ございました

Ｑ  お客様の会社名、お名前
　Ａ. 株式会社国元商会　橋本知彰さん
Ｑ  あなた様の会社の取扱商品を教えてください
　Ａ. 型枠、仮設部材、木造住宅金物の総合メーカーです。
Ｑ    会社の強みを教えてください
　Ａ. 常に現場と見つめ合い、お客様のニーズに合った商品を
　　 作り出し続けている事です。
Ｑ  ご趣味はなんですか？
　Ａ. 野球です。クラブチームにて毎週試合をしています。
Ｑ  今までで仕事を通じて嬉しかったことを教えてください
　Ａ. 現場の為になる商品だと確信し、提案した商品が喜んでもらえ、
　　 この商品のお陰で効率的になったよ！といった声や、貴社の商品
　　 のお陰で安全に施工出来たよ！ とのお言葉を頂けたとき。
Ｑ  橋本さんの個人的な目標は
　Ａ. 現場の役立つ商品を、サンコー物産㈱様と共に東海地区に
　　 広げること。
Ｑ  今お勧めの商品は？
　Ａ. ＫＳポインターＧＳです。 天端のレベルポイントを決める商品です。
　　 金物の施工もレベル出しも簡単！！ 橋梁、建設現場でも活躍中です。

元気!!
　　お取引様紹介

今回は名古屋開設時からのお取引を
させて頂いております
ご協力業者様を紹介させて頂きます。

㈱国元商会　
橋本知彰さん

名古屋営業所
所長　亀野弘一
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皆
様
は
不
要
に
な
っ
た
蛍
光
灯（
廃
棄
蛍
光
灯
）

は
、ど
の
よ
う
な
保
管
を
さ
れ
て
い
ま
す
で
し
ょ

う
か
？						







　

ド
ラ
ム
缶
や
大
き
な
袋
な
ど
に
保
管
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
か
？
事
業
所
や
工
場・作
業
現
場
で
は
多

く
の
廃
棄
蛍
光
灯
が
発
生
し
ま
す
ね
？

　

も
し
保
管
状
況
が
悪
く
、蛍
光
灯
が
割
れ
て
し

ま
う
と
有
害
物
質（
水
銀
）に
よ
る
健
康
被
害
や

環
境
汚
染
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
、紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
商
品
は
廃

棄
蛍
光
灯
収
納
Ｂ
Ｏ
Ｘ
で
す
。			




　

こ
の
商
品
は
蛍
光
灯
専
用
サ
イ
ズ
に
な
っ
て
お

り
、４
０
ｗ
が
６
０
本
程
収
納
で
き
ま
す
！

ま
た
不
要
時
で
あ
れ
ば
、折
り
畳
む
事
が
出
来
ま

す
の
で
保
管
ス
ペ
ー
ス
を
と
り
ま
せ
ん
。プ
ラ
ダ

ン
製
で
水
に
強
く
耐
久
性
が
あ
り
、繰
り
返
し
使

用
可
能
で
す
。

　

こ
の
収
納
Ｂ
Ｏ
Ｘ
以
外
に
も
、用
途
に
応
じ
た

様
々
な
収
納
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。		

					







　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ぜ
ひ
、ご
検
討
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。		


					







一級建築士事務所

　�

東
京
営
業
所　

小
尾 
冬
弥

　

皆
様
初
め
ま
し
て
。

　

９
月
３
日
付
け
で
東
京
営
業
所
に
配
属
に
な
り
ま
し
た

小
尾 

冬
弥（
お
び 

と
う
や
）と
申
し
ま
す
。

　

簡
単
で
す
が
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。　

　

出
身
は
山
梨
県
富
士
吉
田
市
で
現
在
は
埼
玉
県
草
加
市
に
住

ん
で
い
ま
す
。趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
で
小
学
３
年
生
か
ら
始
め
、現

在
も
社
会
人
チ
ー
ム
で
公
式
戦
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
サ
ッ
カ
ー
観
戦
も
好
き
で
、ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
と
い

う
チ
ー
ム
を
応
援
し
て
い
て
年
に
何
回
か
ス
タ
ジ
ア
ム
に
足
を

運
ん
で
い
ま
す
。基
本
的
に
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
す
。

　

大
学
卒
業
後
は
健
康
食
品
の
営
業
・
販
売
と
、運
動
場
の
受

付・管
理
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

東
京
営
業
所
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、先
の
懇
親
会
で
は
他

の
営
業
所
の
方
々
も
と
て
も
温
か
く
歓
迎
し
て
頂
き
非
常
に
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

　

今
後
は
先
輩
社
員
た
ち
に
追
い
つ
け
追
い
越
せ
の
姿
勢
で
尽

力
致
し
ま
す
。

　

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

廃棄蛍光灯を
安全に、また経済的に
保管が出来る収納BOXは
いかかでしょうか？

コンパクトに

折り畳みが可能！

新
人
社
員
か
ら
の
　

 

自
己
紹
介
で
す
。　

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　�

和
歌
山
工
場　

大
久
保 

文
博

　

２
０
１
８
年
４
月
１
６
日
よ
り
入
社
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
接
客
業
で
働
い
て
い
ま
し
て
、製
造
業
で
働
く
の
は
初

め
て
に
な
り
ま
す

　

入
社
早
々
、先
輩
社
員
の
退
職
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生

し
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
忙
し
い
中
で
も
時
間
を
割
い
て
教
育

し
て
頂
い
た
り
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
っ
た
り
、一
緒
に
働
い
て
い
る

パ
ー
ト
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
絵
を
描
く
事
で
、主
に
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
を
模
写
し
ま

す
。前
職
で
は
ど
こ
と
な
く
誰
か
に
似
て
る
よ
う
な
キ
ャ
ラ
を

ＰO

Ｐ
に
使
っ
た
り
し
て
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
知
識
も
知
恵
も

不
十
分
で
す
が
日
々
の
チ
ャ

ン
ス
を
無
駄
に
せ
ず
、一
歩
一

歩
前
進
し
て
行
き
ま
す
の
で

暖
か
い
目
と
厳
し
い
目
で
見

守
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
会
社
に
属
す
」と
い
う
こ
と
の
責
任
感

�

東
京
営
業
所　

牛
島 

有
理

　

新
入
社
員
の
牛
島
で
す
。全
社
会
議
で
は
皆

様
の
前
で
ご
挨
拶
を
し
、ま
た
懇
親
会（
歓
迎

会
）で
も
私
生
活
の
お
話
を
致
す
機
会
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、こ
ち
ら
で
は
今
後
の
抱
負
を
お

伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
、き
ち
ん
と
正
社
員
と
し
て
働
く
の

は
初
め
て
で
す
。そ
ん
な
中
、働
い
て
数
週
間
、

初
め
て
感
じ
た
こ
と
は「
会
社
に
属
す
」と
い
う

こ
と
へ
の
責
任
感
で
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
で
は
た

だ
時
間
内
の
お
仕
事
を
一
生
懸
命
に
す
る
こ
と

だ
け
が
仕
事
で
し
た
が
、本
来
働
く
と
い
う
こ

と
は「
会
社
を
ど
う
し
て
い
け
ば
よ
り
よ
く
な

る
か
」「
自
分
の
力
で
ど
う
貢
献
で
き
る
か
」を

常
に
考
え
て
動
く
こ
と
だ
と
思
わ
せ
ら
れ
ま
し

た
。今
後
の
仕
事
の
中
で
は
こ
の「
考
え
て
動
く

こ
と
」を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

改
め
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一歩一歩前
進して

行きます

出身は
富士吉田市です

三
姉
妹
と
祖
母・

大
好
き
な
猫
た
ち
で
す
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経営
理念

私たちは、住環境資材を通じてお客様へのお役立ちと地域社会に貢献します。
私たちは、お客様に優れた品質の商品・サービスを提供し、より豊かな暮らしを応援することで、
地域社会のパートナーになることを目指します。

サンコー物産株式会社

編
集
後
記

人に何かをしてもらったら、「ありがとう」と
声に出して言おう。

東京営業所

　濵本　遼私の提言

「200年住宅リフォーム理念」どこまでも続く永いおつきあいを

　3世代で住む住宅を考えてみませんか
　あなたのリフォームのきっかけは何ですか？
　自宅をリフォームする祖父母世帯が増えている。 床の段差をなくして転ばない
　ようにしたり、リビングを広げて3世代があつまれるようにしたり。
　子世帯が実家の近くに住む「近居」がきっかけです。 孫がすごしやすいようにと、　
　孫のためのリフォームは、祖父母自身の老後の備えにもなっています。

リフォームは孫の為に
　「当初は耐震強化と水回りの交換だけだったが、孫が集まることを考えて改築場
所を大幅に広げた」。 K市に住むUさん（66歳）は現在、築35年の戸建ての自宅
をリフォーム中です。 今は奥様と、近くのマンションに住む娘夫婦宅に身を寄せま
す。  二つの和室をつなげて洋室にして、キッチンと一体型のリビングにします。
Uさんには三人の子供と四人の孫がいます。「孫が遊びに来たとき、広い食卓でみ
んなとワイワイ楽しみたい」とUさんは言っています。

　シニアが定年など人生の転機に住まいをリフォームするのはよくある話です。 今、Uさんのように「孫のためという事例が増えている」と住友不動産のAさ
んはいっています。 東京都内だと一件あたり1000万～1500万円ぐらいだと言います。
　「孫リフォーム」が増えた背景には、共働き世帯の増加があります。 LIXIL住宅研究所は「最近多いのは共働きで家事と育児の負担が大きい奥様が育児を
頼みやすい自分の親の近きに住むパターンです。娘夫婦の近居を機に、祖父母が自分の家をリフォームするケースが多い」と指摘しています。 Y市に住むT
さん（70歳）、Uさん夫妻は働く娘の育児負担を減らそうと、2017年にリフォームしました。 居間の段差をなくしたのはもちろん、キッチンを対面式にして孫
から目を離さないようにしました。 保育園のお迎えはUさんが担当です。 下の孫が小学生になった今も、学童保育からの呼び出しに対応しています。
長女のKさん（40歳）は「仕事を続けることができるのは母のおかげ」と母の日などにプレゼントを欠かさないそうです。

　
孫リフォームは、祖父母にとってもメリットがあります。
　2011年に1000万円かけたT市のHさん（71歳）宅は当時小さかった長女の息子さん二人が思い
きり遊べるようにと一階のリビングに和室をつなげ、1.5倍に広げました。 段差を減らして孫がつまずか
ないようにしました。 その後大病を経験したHさんは「孫のためのリフォームが、結果的に自分の安全に
つながった」と話しています。 孫がストーブ倒さないようにと床暖房を導入したのも今になっては助かっ
ています。 これから足腰がおぼつかなくなった時の備えにもなっています。
　長女の子は11歳と9歳になった、二人は今でも学校が終わるとHさん宅に足を運びます。
次女にも三人の子がおり、よく遊びに来ます。

「次女の子はまだ小さい。リフォームして良かった」と奥さん（64歳）は笑っています。

孫リフォームが、同居に発展するケースもあります。
Kさん（34歳）は2018年S市にある実家で両親と同居を始めました。きっかけは、前年の秋に実
家の両親が行ったリフォームです。 孫が週末泊まれるようにと、孫専用の部屋を設けたのです。
　子供が広々とした部屋を気に入り同居を望んだのもありますが、「週末、70歳近い両親と長く
接するようになり老いを痛感しましたが、恩返しはいずれ始まる介護だと思い至り、今のうちから
寄り添いたいと考えた」とKさんはしみじみと話します。 孫リフォームが家族の絆を深めたともい
えそうですね。

きっかけは定年退職
リクルート住まいカンパニーが首都圏と東海圏、関西圏で実施した意識調査によると、五十代以
上がリフォームしたきっかけは「定年退職」が最多で15％だった。「定年を見据えて」9％が続き、

「孫が誕生した」は3％にとどまった。 
同社は「孫リフォームはまだ先端的な動き」と話しています。
　シニアは定年を契機に、夫婦生活を快適にする目的でリフォームすることが多い。「体感温度の
違いなどから、寝室を別にしながらお互い寝ている様子を確認できるよう引き戸を設ける「夫婦
別寝」などの引き合いが強い」という。 ただ、五十代以上に対して今後さらにリフォームの意向が
あるかと聞くと、53％が「ある」と回答。そのうち73％が孫のためのリフォームをしたい、と答え
た。今後、孫リフォームはさらに広がっていきそうだ。（日経新聞の記事参考）

S 邸 LDK

T 邸居間

T邸居間

I 邸リビング

K邸リビング（間仕切り取る） M邸リビング O邸リビング Z邸リビング

サンコーではさまざまな生活スタイルに寄り添った
ご提案をさせていただきます。

　

９
月
６
日
に
起
こ
り
ま
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
。

ま
た
、
全
国
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

台
風
２
１
号
、
台
風
２
４
号
。

被
害
に
あ
わ
れ
ま
し
た
皆
様
に
、

心
よ
り
御
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
は
私
達
の
新
し
い
仲
間
の
皆
さ
ん
を

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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総
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